様式１(Form-1)
令和5年度/令和6年度　国立大学法人京都工芸繊維大学基金奨学生申請書

〔博士後期課程学生・博士後期課程進学希望学生共通様式〕
FY 2023-24 National University Corporation KIT Fund Scholarship Application

 (Combined Doctoral/Prospective Doctoral Student Form)
　　年　　月　　日                        ______________(mm/dd/yyyy)
国立大学法人京都工芸繊維大学長　殿

To the President of the National University Corporation Kyoto Institute of Technology,

1． 申請者　（注：様式の改変・追加はできません。）
Applicant (Note: Changes and additions to this format are prohibited.)

	（フリガナ）氏名
Name
 (write katagana above name)
	
	学生番号
Student No.
	

	生年月日
Date of Birth
	年　　月　　日 生（令和5年4 月1 日現在 　　歳）
__________________(mm/dd/yyyy) (Age on April 1, 2023: _________ )

	現住所等
Current Address
	現住所address：〒

電話番号phone： 

e-mail： 

	現在の所属専攻等
Current Affiliation
	大学院工芸科学研究科（博士前期課程・博士後期課程）　　　　　　専攻　　年次
KIT Graduate School of Science and Technology Major and Year,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	学 歴
Academic

Background
	1 　　 年　  月　　　　大学　　学部　　学科卒業
Major, department, university and date graduated: 
2 　　 年　  月      　大学大学院博士前期（修士）課程修了（見込み含む）
（ 　　　　　　　　　研究科 　　　　　　　　専攻）
Major, department, university and date of master’s degree completion (or expected completion date):
3 　　 年　　月  京都工芸繊維大学大学院博士後期課程入学（見込み含む） 

（ 工芸科学研究科　　　　　 　　　　　　　　専攻）
Major, department, university and date of doctoral course enrollment (or of expected enrollment):　


	休学歴
（博士後期課程学生のみ）
Leave of Absence
(Doctoral students only)
	無　・　有　（有の場合：　　　年　　月　～　　年　　月　）
Taken / Not taken (Period of leave, if taken: __________(mm/yyyy) to___________(mm/yyyy)

	研究・職歴等Research/Career History
	　　　年　月 ～ 　年 　月　
(mm/yyyy  to  mm/yyyy)


	博士後期課程の研究課題
（博士前期課程学生は
予定研究課題）
Doctoral Research Topic
(Master’s candidates should provide a proposed title)
	


	現在の指導教員
Current Supervising Professor
	所属・職名
Position/Department
	
	氏名Name
	

	博士学位論文審査申請予定
（博士後期課程学生のみ）
Proposed Dissertation

Submission Date
(Doctoral students only)
	年　　月　に審査申請予定
_________________________________(mm/yyyy)

	2024年度日本学術振興会
特別研究員申請状況
2024 Japan Society for the Promotion of Science

Research fellow application status
	DC１に申請　・　DC２に申請　・　未申請
Applied for Fellowship Category DC1 ・ DC2 ・  Did not apply (circle one)


未申請の場合、その理由 If you have not applied for, please state the reason：

	2023年度京都産学共創フェローシッププログラム申請状況
（令和4年9月又は令和5年4月に博士後期課程に入学した学生のみ）
2023 KIT Fellowship Program
 application status
(Doctoral students who enrolled on September 2022 or April 2023only)
	申請した　・　未申請
Applied・ Did not apply (circle one)

未申請の場合、その理由 If you have not applied for, please state the reason：

	定期的な収入及び給付型奨学金の受給状況
（博士後期課程学生のみ）
Regular income and scholarship
(Doctoral students only)
	定期的な収入（定職（アルバイト等の有期雇用を含めない））及び給付型の奨学金の合計金額が月額15万円以上である ：
Is the total amount of your regular income (not including fixed-term employment such as a part-time job) and scholarship more than 150,000 yen per month?
（　はい Yes※　・　いいえ No　）

※「はい」を選択した場合、申請できません。If you select "Yes", you cannot apply.

	定期的な収入及び給付型奨学金の受給見込
（博士前期課程学生のみ）
Expected regular income and scholarship
(Master’s students only)
	2024年4月以降、定期的な収入（定職（アルバイト等の有期雇用を含めない））及び給付型の奨学金の合計金額が月額15万円以上となる見込の有無：
Do you expect the total amount of your regular income (not including fixed-term employment such as a part-time job) and scholarship to be more than 150,000yen per month after April 2024 ?
（　有 Yes　・　無　No ）
・有の場合、その決定予定時期：　　年　月頃
If yes, when will the decision be made?：　　      mm/yyyy

・有の場合、その内訳If yes, a breakdown：
　　定期的な収入額  （月額　　　　　円）
Regular income (             yen per month)

　　給付型奨学金　（月額　　　　　円）〔奨学金名称：　　　　　　　　〕
Scholarship (           yen per month)  [Name of Scholarship:               ]






２．【研究計画】
※適宜概念図を用いるなどして、わかりやすく記入してください。なお、本項目は１頁に収めてください。様式の変更・追加は不可。
(1) 研究の位置づけ
博士後期課程在学中に取り組む研究の位置づけについて、当該分野の状況や課題等の背景、並びに本研究計画の着想に至った経緯も含めて記入してください。
【研究計画】（続き）※適宜概念図を用いるなどして、わかりやすく記入してください。なお、各事項の字数制限はありませんが、全体で２頁に収めてください。様式の変更・追加は不可。
(2) 研究目的・内容等
　① 博士後期課程で取り組む研究計画における研究目的、研究方法、研究内容について記入してください。
　② どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、具体的に記入してください。
　③ 研究の特色・独創的な点（先行研究等との比較、本研究の完成時に予想されるインパクト、将来の見通し等）にも触れて記入してください。
　④ 研究計画が所属研究室としての研究活動の一部と位置づけられる場合は申請者が担当する部分を明らかにしてください。
　⑤ 研究計画の期間中に京都工芸繊維大学以外の研究機関（外国の研究機関等を含む。）において研究に従事することも計画している場合は、具体的に記入してください。
（研究目的・内容等の続き）
３．人権の保護及び法令等の遵守への対応 ※本項目は１頁に収めてください。様式の変更・追加は不可。
　本欄には、「２.研究計画」を遂行するにあたって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・法令等を含む）に基づく手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を記入してください。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、行動調査（個人履歴・映像を含む）、国内外の文化遺産の調査等、提供を受けた試料の使用、侵襲性を伴う研究、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の情報委員会や倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となりますので手続の状況も具体的に記入してください。
　なお、該当しない場合には、その旨記入してください。
４．【研究遂行力の自己分析】※各事項の字数制限はありませんが、全体で２頁に収めてください。様式の変更・追加は不可。
　本申請書記載の研究計画を含め、当該分野における(1)「研究に関する自身の強み」及び(2)「今後研究者として更なる発展のため必要と考えている要素」のそれぞれについて、これまで携わった研究活動における経験などを踏まえ、具体的に記入してください。
（※）本行を含め、以下の斜体で記した説明文は申請書を作成する際には消去してください。
・下記（１）及び（２）の記入にあたっては、例えば、研究における主体性、発想力、問題解決力、知識の幅・深さ、技量、コミュニケーション力、プレゼンテーション力などの観点から、具体的に記入してください。また、観点を項目立てするなど、適宜工夫して記入してください。
なお、研究中断のために生じた研究への影響について、特筆すべき点がある場合には記入してください。
(1) 研究に関する自身の強み
（※）本行を含め、以下の斜体で記した説明文は申請書を作成する際には消去してください。
・記述の根拠となるこれまでの研究活動の成果物（論文等）も適宜示しながら強みを記入してください。
成果物（論文等）を記入する場合は、それらを同定するに十分な情報を記入してください。
（例）学術論文（査読の有無を明らかにしてください。査読のある場合、採録決定済のものに限ります。）
著者、題名、掲載誌名、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年を記載してください。
（例) 研究発表（口頭・ポスターの別、査読の有無を明らかにしてください。）
　　　　   著者、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載してください。（発表予定のものは除く。ただし、発表申し込みが受理されたものは記載してもよい。）
（例) 作品等の出展・受賞
　　　　   展覧会や公募の概要（年月、主催、名称等）、作品等題名、それに対する第三者の評価（受賞成績、順位等）を記載してください。
(2) 今後研究者として更なる発展のため必要と考えている要素
（研究遂行力の自己分析の続き）
５．【目指す研究者像等】※各事項の字数制限はありませんが、全体で１頁に収めてください。様式の変更・追加は不可
　国立大学法人京都工芸繊維大学基金奨学金は、国際的に活躍する優れた若手の研究者及び技術者を育成することを目的としています。この目的に鑑み、(1)「目指す研究者像」、(2)「目指す研究者像に向けて博士後期課程在籍期間中に行う研究活動の位置づけ」を記入してください。
(1)目指す研究者像 ※目指す研究者像に向けて身に付けるべき資質も含め記入してください。
(2)上記の「目指す研究者像」に向けて、博士後期課程在籍中に行う研究活動の位置づけ
スペースの都合上、次ページ以降は申請書中に英訳を記載しておりません。


英訳が必要な人は、下記リンクよりご確認ください。


◆https://www.kit.ac.jp/campus_index/life_fee/scholarship/kitfund_scholarship/





Due to space constraints, English translations are not provided in the application form from the next page onwards. If you need an English translation, please click on the link below.


◆https://www.kit.ac.jp/campus_index/life_fee/scholarship/kitfund_scholarship/








１

